
建
設
課
・
建
設
管
理
室　
☎（
56
）２
２
２
7

大
規
模
地
震
に
備
え
、

ご
自
宅
の
耐
震
補
強
を
し
ま
し
ょ
う

総
務
課
・
地
域
支
援
室　
☎（
56
）２
２
２
０

役場の窓辺から yakuba no madobe kara

問い合わせ　役場総合支所商工観光課内　神
かん
東
とう
美
み
希
き
　☎（58）7077

区名 氏名（敬称略）

接岨 中村　俊行
大間 望月　静馬
奥泉 芦澤　育夫
大谷 西村啓一郎
沢間 大村雄一郎
桑野山 中村　　裕
平栗 鈴木　祥司
寺馬 仲野　康彦
千頭西 神谷　　功
千頭東 中原　康夫
小長井 筑地　秀昭
上岸 森田　雅文
前山 山本　茂樹
田代 筒井圭以介
柳三 大橋　功一
崎平 中野　　暉
青部 松岡　政臣

区名 氏名（敬称略）

坂京 中野　浩和
洗富小幡 中澤惠市郎
藤川 相村　健司
水川 池田　善之
上長尾 高畑　雅一
高郷 久野　孝史
八中 中村　　仁
梅高 山本　宗次
下長尾 中野　育人
瀬平 瀧尾　政之
久保尾 松下　　達
久野脇 田端　　功
地名 椎野　良助
下泉 山中　徹雄
壱町河内 横畑　明夫
田野口 長嶋　忠雄
徳山 直里　哲次

　
４
月
14
日
、
本
年
度
第
１
回
の
区
長
連
絡
会
が
本

庁
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
34
人
の
区
長
に
委
嘱
書
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
長
に
は
椎し

い
の
り
ょ
う
す
け

野
良
助
さ
ん（
地
名
区
長
）が
、
副
会

長
に
は
中な

か
の
あ
き
ら

野
暉
さ
ん（
崎
平
区
長
）と
高た

か
は
た
ま
さ
か
ず

畑
雅
一
さ
ん

（
上
長
尾
区
長
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
１
年
間
、
地
域
の
舵か

じ

取
り
役
と
し
て
、
ま
た

行
政
と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
、
地
区
の
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
取
り
ま
と
め
く
だ
さ
い
ま
す
。

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
パ
イ
プ
役

27
年
度
区
長
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

▼「
Ｔ東

海

・

倒

壊

　

ゼ

ロ

Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ-

０
」を
活
用
し

て
、地
震
か
ら
家
族
を
守
る
強
い
家

に
し
ま
し
ょ
う
。

①
ま
ず
は
専
門
家
診
断
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。診
断
は
無
料
で
す
。

　

町
で
は
、昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
無
料

耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

②
診
断
を
受
け
た
あ
と
は
？

　

診
断
結
果
に
よ
り
、補
強
工
事
や

建
て
替
え
な
ど
の
検
討
を
し
ま
す
。

総
合
評
点
が
１・
０
未
満
の
場
合
は

耐
震
補
強
工
事
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

③
耐
震
補
強
工
事
を
行
う
に
は
？

　
耐
震
補
強
工
事
を
行
う
た
め
の
補

強
計
画
を
作
成
し
ま
す
。補
強
計
画

は
、専
門
家（
建
築
士
）が
作
成
し
ま

す
。作
成
費
は
一
部
有
料
で
す
。

④
補
強
計
画
作
成
の
費
用
は
？

　

作
成
費
用
は
、立
地
条
件
や
図

面
の
有
無
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
が
、

15
万
円
か
ら
20
万
円
前
後
で
す
。こ

の
段
階
で
、概
算
工
事
費
が
算
出
さ

れ
ま
す
。こ
の
作
成
費
用
に
対
し
て
、

３
分
の
２（
最
高
9
万
6
千
円
）の
補

助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

⑤
補
強
計
画
を
作
成
し
た
ら
？

　
い
よ
い
よ
耐
震
補
強
工
事
と
な
り

ま
す
が
、こ
の
工
事
費
用
に
対
し
て

も
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。一
般
の
方

は
、最
高
30
万
円
、高
齢
者
だ
け
の
世

帯
又
は
障
が
い
者
の
方
が
同
居
さ
れ

て
い
る
世
帯
は
最
高
50
万
円
、耐
震

補
強
工
事
に
お
い
て
大
井
川
産
材
を

使
用
し
た
場
合
に
は
最
高
50
万
円
が

補
助
金
と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

⑥
耐
震
補
強
工
事
が
完
了
後
は
？

　

固
定
資
産
税
が
最
高
１
年
間
、２

分
の
１
に
減
額
さ
れ
ま
す
。所
得
税

の
控
除
も
で
き
ま
す
。確
定
申
告
時

に
お
い
て
、耐
震
補
強
工
事
と
補
強

計
画
費
の
10
％（
最
高
25
万
円
）が
税

額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、

自
己
が
居
住
し
て
い
る
持
家
に
限
り

ま
す
。）

⑦
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
撤
去
す
る
の
に

も
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。

　
撤
去
工
事
に
か
か
る
費
用
と
町
で

算
定
し
た
基
準
額
の
い
ず
れ
か
少
な

い
金
額（
最
高
10
万
円
）が
補
助
さ
れ

ま
す
。補
助
対
象
は
、道
路
等
に
面
す

る
も
の
で
、高
さ
が
80
㌢
以
上
あ
る

も
の
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ここにも、一つの物語。
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川根のみきてぃが綴る「ブログ版　川根本町エコツー日記」もお楽しみに！　http://eco2kawane.eshizuoka.jp/

エコツー最大の課題が人材育
成です。おかげさまでトレッ

キングやカヤックをはじめとする
各プログラムが好評で、たくさん
のお申し込みをいただくようにな
りました。夏休みの青少年キャン
プや家族旅行などのコーディネー
トの相談を受けることも。非常に
嬉しいことなのですが、対応でき
るスタッフ数が足りなくて困って
います。

現在活躍しているガイドさん
たちは50代以上の方が多い

のですが、今後エコツーが持続・発
展していくためには後継者を育て
ていかなければいけません。エコ
ツーのガイドさんの知識やスキル
は数年で培われたものではありま
せん。自然が好き、本町の魅力を伝
えたいという想いと、長年の経験
によるものです。この方たちのレ
ベルに到達するのは難しいことで

すが、一緒に付いて回ると学べる
ことがいっぱいあります。

若い世代の方たちに興味を
持って、携わってもらうため

にはどうしたらよいのでしょう
か？いつも頭を悩ませています。
後継者を育てるにあたって大事
なことは①「無償（ボランティア）
ではないこと」②「無理なく楽しん
で続けられること」です。だからこ
そ、参加費を安く設定せず、価格に
見合う質の高いプログラムを提供
できるよう心がけているし、やっ
ている自分たち自身が楽しむこと
を忘れません。

有り難いことに、最近は島田市
や近隣市町の方々がスタッ

フとして関わってくださるように
なりました。私の当面の目標は、町
内外問わずエコツーの仲間を増や
し、幅広いプログラムをいつでも
提供できるようになることです。

それが地域の発展にもつながると
確信しています。

今のエコツーではガイドを生
業とするのは難しいですが、

行く行くは組織が自立し、拠点を
設けて活動できることを目指しま
す。人材育成待ったなしです!!　あ
なたも一歩踏み出して、エコツー
の仲間になりませんか？

エコツーリズム推進
員。エコツーリズム
の推進・周知拡大に
奔走。川根本町エコ
ツーリズムネット
ワークの事務局も務
める。
愛媛県出身。

神
か ん

東
と う

 美
み

希
き

さん
問い合わせ　役場総合支所商工観光課内　神

かん
東
とう
美
み
希
き
　☎（58）7077

エコツーリズム推進員神東美希のエコツーリズム推進員神東美希の
川根本町の魅力をＰＲする
エコツーリズムネットワーク
活動報告

大札山トレッキングにて。若手ガイ
ドも少しずつ育っています。

生
活
健
康
課
・
健
康
室　
☎（
56
）２
２
２
２

町
地
域
少
子
化
対
策
強
化
事
業
を

実
施
し
ま
し
た

　

３
月
23
日（
月
）と
26
日（
木
）に
、

町
内
中
高
生
を
対
象
と
し
て
、
川
根

本
町
の
活
性
化
の
た
め
に
活
動
す
る

子
育
て
マ
マ
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

調
理
実
習
を
と
お
し
て
交
流
を
図
り

ま
し
た
。
当
日
は
お
じ
さ
ん
キ
ッ
チ

ン
や
健
康
づ
く
り
食
生
活
推
進
協
議

会
の
皆
さ
ん
に
も
協
力
い
た
だ
き
、

川
根
本
町
な
ど
地
域
で
採
れ
た
食
材

を
使
っ
て
、
肉
ま
ん
や
ス
コ
ー
ン
、

ス
ー
プ
を
作
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
中
高
生
は
、
慣
れ
な
い

調
理
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
楽
し
く
料

理
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
講

師
の
マ
マ
た
ち
が
日
々
、
子
ど
も
の

世
話
を
し
な
が
ら
調
理
を
す
る
大
変

さ
や
町
の
活
性
化
の
た
め
に
活
動
す

る
素
晴
ら
し
さ
を
学
べ
た
様
子
で
し

た
。
講
師
と
な
っ
た
マ
マ
か
ら
も
、

普
段
交
流
の
な
い
中
高
生
と
話
す
こ

と
が
で
き
、
こ
の
町
で
育
っ
た
子
ど

も
た
ち
の
素
直
な
姿
が
見
ら
れ
て
、

と
て
も
い
い
機
会
だ
っ
た
と
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
、
子
ど
も
を
産
み
育
て

て
い
く
世
代
が
、
町
の
良
さ
を
大
切

に
し
な
が
ら
自
分
の
人
生
に
つ
い
て

考
え
、出
産・育
児
に
前
向
き
に
な
っ

て
く
れ
れ
ば
と
願
い
ま
す
。
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